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1. イントロ 

ＳＭＣの一般的特徴 

 Z=0.1Zo (Westerlund et al 1997) 

 Dust/Gas=(1/30)(Dust/Gas)o  (Stanimirovis et al 2000) 

 UVはUVoより強い。 

ＳＭＣカタログ 

 Bolatto et al 2006      Spitzerの測光カタログ(4x10^5星) 

 Meixner et al 2006 Spitse LMC カタログ 

 Ita et al 2008  AKARI LMC 

変光 ＩＲＳＦ Ｉｔａ 

――＞ マスロスが変光星の性質（L,P,A,Mode, Z）にどう依存するか？ 

２．観測 

画像Ｎ３，Ｎ４，Ｓ７，Ｓ１１，Ｌ１５，Ｌ２４ と 分光２．５－１３．４μ ｍ 

  

表１ 各点のまわり 10’x10’○と×は各モードについての成否。 

 

  

表２ カタログサンプル 

ゼロ等フラックスは？――＞田辺論文 

  

  



 

図１上 ＤＳＳ Ｊ２０００グリッド。下 ＩＲＡＳ １００μ ｍ 銀河座標 

 番号は表１より。○NIR,MIRS,MIRL ○NIR,NIRS(or MIRL)   ○Spectralのみ 

 

図２ 測光エラー（Ｓ７等は略） エラーの導出はどこ？ 

３．リダクション ショートの方を使う。ロングは飽和星からのあふれでデータが壊れている。 

  ロングは全滅ということか？ 

４．一般的な性質 

４．１．既存カタログとの比較 



 ＭＣＰＳ(Zaritsky etal2002) 

 IRSF (Kato etal 2007) 

 S3MC(Bolatto et al 2006) 

 SMC carbon star catalog (Rebeirot et al 1993) 

 SMC variable star catalog (Ita et al 2004) 

 Dusty source = (J-Ks)>2.0,  Ks<14 これらはほとんど炭素星であろう。(Nikolaev Weinberg 2000) 

                                 しかし混ざっているかもしれないＭ型星の意味は？ 

４．２．Ｓ３ＭＣとの比較  測光結果はほぼ一致すると言える。 

５．色等級図 

Subaramaniam/Subaramanian 2008  RCからＳＭＣの視線深さ＝０．３等＝９ｋｐｃ 

ただ、この論文ではＤＭ＝18.95を全ての星に適用。 

Bolatto et al 2006 SMCのＣＭＤがあるが、この論文ではＳ１１とＬ１５が加わる点が新しい。 

     観測星全部                     変光星(Ita etal)のみ 

   

図６ 左 緑＝可視分光で炭素星 赤＝板基準で炭素星 

   右  ▽＝Ａ－＝ＲＧＢ変光星または低メタル/古いＡＧＢ変光星  ▽＝Ａ－＝規則性が弱い脈動ＡＧＢ 

    ×＝Ｂ－＝ＲＧＢ変光星または低メタル/古いＡＧＢ変光星  

  ×＝Ｂ＋＋Ｃ´＝規則性が弱い脈動ＡＧＢ＋第１オーバートーンミラ 

  ◇＝Ｃ＝基準振動ミラ ○＝Ｄ＝不明変光    



  

図６（続き） 

 左 緑＝可視分光で炭素星 赤＝板基準で炭素星 

   右  ▽＝Ａ－＝ＲＧＢ変光星または低メタル/古いＡＧＢ変光星  ▽＝Ａ－＝規則性が弱い脈動ＡＧＢ 

    ×＝Ｂ－＝ＲＧＢ変光星または低メタル/古いＡＧＢ変光星  

  ×＝Ｂ＋＋Ｃ´＝規則性が弱い脈動ＡＧＢ＋第１オーバートーンミラ 

  ◇＝Ｃ＝基準振動ミラ ○＝Ｄ＝不明変光   

 

この図から何が分かるのだろう？ 

うーん、Mbolでの分化が見られるといいんだが。 

炭素星の上にちらほら見えるのは大質量せいかな？ 

小質量星はどこにもないのか？ 

あと不思議なのは非変光星で赤い炭素星がかなりあることだ。これって何？ 

 

5.2.赤外超過のあるセファイドの発見 

図６を見ると、ＮＩＲではそれほどでないがＭＩＲで強い超過を示すセファイドがいくつかある。 

(N3-S11)>3, S11>9 ――＞ 4つ発見。OGLEIIで２つはUdalsky,１つはＩｔａセファイド。１つは？ 

これらの原因は、 

（１）同定ミス 

（２）プレアデス効果（前面の星間ダストが照らされて光る） 

（３）セファイドのマスロス 

  

６．非常に赤い星と赤外超過のある早期型星 



６．１．ＭＩＲで非常に赤い星 

F24>1mJy の中から (H-K)>0.56 ――＞ 738天体 ――＞ ６３天体はＭＩＲピーク 

 

 

 

 

Ｓｉｍｂａｄで調べたら 

    

 

（１） ＡＧＢ （２）ＰＮ （３）Ｘ天体（パルサー？） 



最近、Gruendl etal2008 はＬＭＣに非常に赤い炭素星を発見した。 

   Ｌ＝７０００－８０００Ｌｏなのに dM/dt=数 10^(-4) Mo/yr 

      今回の赤いＡＧＢ星はそのＳＭＣ版？ 

   Matsuura et al 2005、Sloan et al 2008 のような低メタルでも高いマスロスの例？ 

  将来のテーマである。 

６．２．赤外超過を持つ早期型星 

 Bolatto et al 2006 はＳＭＣに２４μ 超過を示すＯ，Ｂ,Ａ型星を１９０発見。 

（１）デブリ 

（２）プレアデス効果 こっちがありそう。分光３天体はＰＡＨだった。 

６．３．Post-AGB, YSO天体 

ＳＥＤの形から７６天体。１００Ｌｏくらいで暗い。Ａｅ，Be星？ 

 

セファイドが新知見か？ 

カラーカラーがないのはなぜか？ 

ＰＮとマスロスＡＧＢの数の関係 

マスロスを出さないのか？ 

総マスロス量の推定またはマスロス関数？ 

ここはそいこまで踏み込まずに分類に重点を置いているらしい。 

それでも全体の星の構成が思い浮かぶような解析が欲しい。 

 

何がかけてるのかなあ？ 

Ｍｂｏｌだけか？ 

まずＭｂｏｌを入れてどこまではなしが進められるか？ 

小質量の進化を出せるのか？ 

 


